
○ 平成２９～３１年度（３年間）事業総額９．８億円 ○ ３年間で７００人の雇用創出を目指す。

・ものづくり研究会事業（５テーマの産学官の研究ネットワークの形成）
高機能素材、デジタルものづくり、医薬工連携、次世代自動車、ロボット技術の
５つの研究会を設置し、セミナー、ワーキンググループ等を実施
※先端材料加工技術開発事業、高機能素材コア技術融合事業、３Ｄプリンターイノベーション
推進事業、医薬工連携によるイノベーション創出チャレンジ事業、高付加価値製剤開発支援
事業、医薬品関連ものづくり研究開発支援事業、医薬工連携加速化プロジェクト支援事業、
とやま水素インフラ・次世代自動車研究事業、とやまロボット技術研究ネットワーク支援事業

・航空機産業認証取得支援事業
航空宇宙産業への参入に必要な品質マネジメント規格ＪＩＳＱ9100又は
特殊工程に係る認証Nadcapの取得に取り組む中小企業に対し、その一部を助成

・ＩｏＴ「富山型モデル」推進事業
「富山県ＩｏＴ推進コンソーシアム（仮称）」を設立し、企業交流会やセミナー
等による情報提供などを通して、県内企業のＩｏＴ導入を促進

・デザイン・クリエイティブ産業交流創造事業
県内企業が県内クリエイターと連携し、「デザイン」や「映像」などを活用する
ことで、自社製品の付加価値を向上させ、新製品開発や販路拡大

・とやまものづくり産業連携高度化事業
複数企業のコンソーシアムによる新製品試作開発等を支援

・とやま新技術・新工法展示商談会開催支援事業
大企業（トヨタ等）に県内企業が自社の新技術・新工法を直接説明する
商談会を開催

・ものづくり産業ビジネス機会創出支援事業
本県ものづくり産業全般の業種を対象とする商談会（ものづくり総合見本市）
を開催。併せて、県内企業視察会を実施

・航空機産業参入チャレンジグループ支援事業
国際規模の航空機産業の商談会（エアロマート）に出展

・「技術・人・未来をつなぐ」見本市出展モデル支援事業
機械・加工技術の日本最大の専門見本市（機械要素技術展）にものづくり企業と
連携して出展

・富山のデザイン発信力強化事業
県内企業の特徴的な素材と技術を結集し、複数企業の商品をテーブルウェア
商品群として統一ブランド化し、県内企業のデザインを活用した商品開発や
販路開拓を促進

販路開拓への支援

・ものづくり人材確保コーディネーター配置事業
首都圏にコーディネーターを配置し、首都圏等の高度な人材と県内企業の
マッチングを促進

・高度ものづくり人材正社員確保支援事業

新分野事業への進出等に伴い、高度で専門的な知識や技術等を有する正社員を

確保する中堅・中小企業に対する助成

（中小企業：80% 中堅企業（売上高500億円以下の企業）：50%）

・先端ものづくり企業合同企業説明会開催事業
本県に集積している幅広いものづくり分野の関連業種による合同企業説明会を
県内で開催（年２回）

人材確保への支援

研究開発への支援

・ものづくり人材等正社員育成支援事業
新分野事業への進出等に伴い、正社員を訓練付きで雇入れる
中小企業に対する助成
（80% １人上限月額28万円（6ヶ月））

・スマートものづくり人材育成事業
製造現場での生産力向上のため技能検定者の各階層に求めら
れる改善・創意工夫の手法等を習得する研修を実施

・ものづくり自動化支援人材能力開発事業
ＦＡシステム（工場の自動化）等に対応する在職者訓練を実施

※労働局実施事業「地域雇用開発助成金事業」
設備投資に伴う新規雇用に対し助成

人材育成への支援
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